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研究テーマ

植物ホルモンは植物の生活環が遺伝的プログラムに沿っ

て進行するとき、さらに、植物が環境要因の変化に対応

して種々の生理反応を引き起こすときの作動子として作

用していると考えられています。私たちの研究室では、

この植物ホルモンの神秘的な魅力にひかれて、その生理

作用から作用機構の解明までをめざして研究を進めてい

ます。

研究概要

１）植物テロメラーゼに関する研究

植物の茎頂分裂組織、カルス、培養細胞はどうして無限

に増殖できるのでしょうか。これらの組織は無限増殖し

ているにもかかわらず、染色体末端のテロメア DNA 配列

の長さが長く保たれていること、テロメア DNA リピート

を付加するテロメラーゼ活性が高いことを明らかにして

きました。さらにテロメラーゼ遺伝子をイネから単離し、

その発現調節機構の研究を行っています。他の植物から

もテロメラーゼ遺伝子を単離し、植物ホルモン、環境要

因の変化により、テロメラーゼ遺伝子の発現や酵素活性

がどのように変化するかを調べ、植物はどうして数千年

も生きることができるのかを明らかにしていきたいと思

います。

  H. Chung, Y. Hirata, S. Ando, S. Kamachi, S. 

Sakai: Mechanism regulating Telomerase activity in 

Oryza sativa L. Plant Sci. 165, 43-54 (2003)

２）高等植物の雌雄性分化における植物ホルモンの作用

に関する研究

雌雄異花同株植物であるキュウリ芽生えは、花芽原基が

形成された後エチレンの作用で雌花化しますが、このエ

チレンの生成に関与する新規の ACC 合成酵素遺伝子を単

離することができました。さらに、エチレンがどのよう

な作用をするために雌花化するのかを明らかにするため

に、エチレンにより発現調節を受け、雌花形成に関与す

ると考えられるいくつかの候補遺伝子を単離してきまし

た。これらの候補遺伝子の機能を解明して、エチレンに

よる雌花化の機構を解明したいと思います。

  S. Ando, S. Sakai: Isolation of an ethylene-

r e s p o n s i v e g e n e ( E R A F16) f o r a p u t a t i v e  

methyltransferase and correlation of ERAF16 

gene expression with female flower formation in 

cucumber plants (Cucumis sativus). Physiol. Plant. 

116,213-222 (2002)

３）植物の傷害応答機構に関する研究

植物が傷害を受けた時にエチレンの生成が引き起こさ

れ、このエチレンの作用で防御あるいは治癒に関連した

遺伝子の発現が起きます。植物が傷害を受けるとすぐに

活性酸素が生成され、その作用で傷害型 ACC 合成酵素遺

伝子が発現し、つづいてジャスモン酸の合成が誘導され

て同遺伝子をさらに発現させることを明らかにしてきま

した。傷害を受けた細胞や近隣の細胞から、遠く離れた

細胞にどのようなシグナルが伝えられているのかを明ら

かにしていきたいと思います。

  T. Watanabe, H. Hujita, S. Sakai: Effects 

o f j a s m o n i c a c i d a n d e t h y l e n e o n t h e   

Expression of three genes for wound-inducible 

1-aminocyclopropane-1-carboxylate Synthase in 

winter squash (Cucurbita maxima). Plant Sci. 161, 

67-75 (2001)

４）ヒト白血病細胞における植物ホルモンの作用に関す

る研究

動物のガン細胞に植物ホルモンの一種であるインドール

酢酸が含まれていることは、故八巻教授により報告され

ています。ガン細胞がインドール酢酸を生成している理

由については不明ですが、ヒト白血病細胞も多量のイン

ドール酢酸を生成していることを明らかにしました。植

物組織に高濃度のオーキシンを処理すると脱分化したカ

ルスになり、高濃度のサイトカイニンを処理すると分化

した不定芽を形成しますが、ヒト白血病細胞にサイトカ

イニンを処理すると顆粒球に分化することを明らかにし

てきました。ヒト白血病細胞を含めたガン細胞における

植物ホルモンの作用についてさらに明らかにしていきた

いと思っています。

  Y. Ishii, Y. Hori, S. Sakai, Y. Honma: Control 

of differentiation and apoptosis of Human myeloid 

leukemia cells by cytokinins and cytokinin 

nucleoside, plant Redifferentiation-inducing 

hormones. Cell Growth & Differentiation 13, 19-26   

(2002)


